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トロロプ『自伝』研究：
最も多忙な 2 年間を記述する 3 章
齋　藤　九　一
1
　トロロプ (Anthony Trollope, 1815-82) は、『自伝』(An Autobiography, 1883) の
第 17 章の終り近くで、次のように書いている。
I look upon these two years, 1867 and 1868, of which I have given a somewhat 
confused account in this and the two preceding chapters, as the busiest in my life. 
(322)
52歳から 53歳までの 2年間を描く『自伝』の 3つの章（第 15章から第 17章まで）
は、トロロプの人生の最も多忙な 2 年間に関する「やや混乱した」記述として、
一つのまとまりをなしている。そのことは、先行する第 12 章から第 14 章まで
の 3 つの章が、小説実作者の小説講義として、かなり純粋なまとまりをみせて
いたことと、秘かな対比をなしているとも言える。人生そのものについて語る
方が、文学について語るよりも、複雑なのであろう。
人生の最も多忙な 2 年間に関する「やや混乱した」記述とトロロプ自身が言
う理由の一つは、叙述の時間的順序にあると思われる。第 15 章では 1867 年の
ことを述べ、それに続く 2 つの章で翌年の出来事を記しているのは順当に見え
るが、1868 年という年は章を 2 つに分けざるをえないほどに異質な出来事が
複数あったということを示してもいる。それだけでも複雑だが、この 2 つの章
における記述の順序が、出来事の時間的順序とは逆になっているのである。そ
のようなやや複雑な構成を取った理由および効果も含めて、常に多忙であった
はずのトロロプの人生で「最も多忙」な 2 年間の叙述の構成と内容を検討する
のがこの小論の目的である。
― 68 ―
2
さて、第 15 章は、1867 年の郵政省退職という、トロロプの人生における大
事件が描かれるのだが、退職のことを述べる前に、章の前半では、小説家とし
ての時間の有効活用法が詳しく語られている。これはなかなか興味深い。小説
執筆の仕事は、役人の仕事を犠牲にすることなく、時間を捻出して行ったのだ
と言いたいのであろう。トロロプは郵政省勤務に誇りを感じていたので、退職
のことを語る前に、自分は決して職務怠慢で退職に追い込まれたのではないこ
とを明らかにしておく意味があったと思われる。
まず、早朝の執筆活動の様子は次のように書かれている。
It was my practice to be at my table every morning at 5.30 a.m.; and it was also my 
practice to allow myself no mercy.  An old groom, whose business it was to call me, 
and to whom I paid £5 a year extra for the duty, allowed himself no mercy.  ⋮ By 
beginning at that hour I could complete my literary work before I dressed for breakfast. 
(271)
このようにして、朝食までの 3 時間に集中して執筆する際に、語数まで決めて
いたことは比較的よく知られているが、それとともに、時間の分割に言及して
いることにも注意が必要である。
It had at this time become my custom, —and it still is my custom, though of late I 
have become a little lenient to myself, —to write with my watch before me, and to 
require from myself 250 words every quarter of an hour.  ⋮ But my three hours were 
not devoted entirely to writing.  I always began my task by reading the work of the day 
before, an operation which would take me half an hour, and which consisted chiefly 
in weighing with my ear the sound of the words and phrases.  ⋮ This division of time 
allowed me to produce over ten pages of an ordinary novel volume a day, and if kept 
up through ten months, would have given as its results three novels of three volumes 
each in the year⋮.  (272)
「時間の分割」は、小説執筆のための早朝の 3 時間にあてはまると同時に、役
人と小説家の間での日々の時間の分割を暗示する。すなわち、郵便検査官の仕
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事（時間）に支障がないように小説家の仕事（時間）をやりくりしたというこ
とであろう。
文学的仕事としては、1866 年に分冊で発表を開始した The Last Chronicle of 
Barset が 1867 年に完結して 2 巻本として出版されたことが大きい。バーセッ
トシャー物語の最後を飾るこの作品についてトロロプは “Taking it as a whole, I 
regard this as the best novel I have written.” (274) と評価している。筋 (plot) よりも
性格 (character) を重視するトロロプは、主人公の牧師について、“⋮ I claim to 
have portrayed the mind of the unfortunate man with great accuracy and great delicacy. 
The pride, the humility, the manliness, the weakness, the conscientious rectitude and 
bitter prejudice of Mr. Crawly were, I feel, true to nature and were well described.” 
(274) と述べているが、正確な自作分析と思われる。
さて、役人および小説家として、早朝も深夜も日曜日も活動し、どちらの
仕事にも力を傾けてきたらしいトロロプだが、“I found the official work to be a 
burden.” (277) と呟きたくなる時が来る。いよいよ、郵政省を退職するか否か、
決断する時が迫ってきたのである。
きっかけは、この頃に新しい雑誌 (St. Paul’s Magazine) の編集長に就任する
話が持ち上がり結局それを引き受けて1867年から1870年まで継続するのだが、
これまでの小説家と役人の兼業に編集長の仕事まで加えるのはさすがに難しか
ったようで、編集長になるために役人をやめる、というのが文学者トロロプの
選択であった。しかし、話はそれだけではない。郵政省職員の経歴という観点
からも退職を選択する理由があった。
当時 52 歳で勤続 30 年以上のトロロプには役人としての野心もあったはずだ
が、一方で、これ以上の昇進を望めば、本省勤務となる可能性がある。そのこ
とについてトロロプは次のように述べている。
When Sir Rowland Hill left the Post Office, and my brother-in-law, Mr. Tilley, became 
Secretary in his place, I applied for the vacant office of Under-Secretary.  Had I 
obtained this I should have given up my hunting, have given up much of my literary 
work, —at any rate would have edited no magazine, —and would have returned to 
the habit of my youth in going daily to the General Post Office.  There was very much 
against such a change in life.  ⋮ I should have felt bitterly the slavery of attendance at 
an office, from which I had then been exempt for five-and-twenty years.  (278)
これでわかるのは、小説家と郵政省の役人というトロロプの兼業を可能にした
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のは、毎日定時に役所に出勤してデスクワークをするのではなく旅が主体の郵
便監督官という勤務形態であったということである。
本省での昇進と引き換えに、規則正しい役所勤務という「奴隷状態」に戻る
悩ましい誘惑から、幸か不幸か、トロロプを救ってくれたのは、後輩がトロロ
プの頭越しに昇進したことであった。これが郵政省を退職する決断の引き金に
なったようであるが、郵政省にはおそらく未練があったはずで、それは、自分
が郵便監督官として尽力してきた仕事を次のように列挙していることからも感
じられる。
That the public in little villages should be enabled to buy postage stamps; that they 
should have their letters delivered free and at an early hour; that pillar letter-boxes 
should be put up for them (of which accommodation in the streets and ways of England 
I was the originator, having, however, got authority for the erection of the first at St. 
Heliers in Jersey); that the letter-carriers and sorters should not be overworked; that 
they should be adequately paid, and have some hours to themselves, especially on 
Sundays; above all, that they should be made to earn their wages; and latterly that they 
should not be crushed by what I thought to be the damnable system of promotion by 
so-called merit⋮.  (282)
これは、当時の郵便監督官の業務が、田舎の人々の切手入手の便宜や郵便受け
取り時間、あるいは郵便ポストの設置、さらには、郵便集配人の労働条件まで、
非常に多岐にわたる内容であったことをかなり具体的に教えてくれる資料でも
ある。
3
『自伝』第 16 章には「ベヴァリー」(Beverley) という一語の題がついている。
ヨークシャー州イースト・ライディング地区の都市選挙区 (borough) の名であ
る。『自伝』を構成する 20 の章にはそれぞれ題がついているが、一語だけの
題を持つ章はこれ以外にない。例えば、前の章は “The Last Chronicle of Barset
—Leaving the Post Office—St. Paul’s Magazine”、後の章は “The American Postal 
Treaty—The Question of Copyright with America—Four More Novels” というよう
に、当該時期の作品名や出来事などがにぎやかに提示されているものと比較し
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てみると、地名一つというのは異例であり、あたかもベヴァリーが運命の地で
もあるかのような雰囲気を醸し出している。
異例なのはそれだけではない。第 16 章の内容は、トロロプがかねて抱いて
いた国会議員への願望と、自らの政治理論と、そして、1868 年秋のベヴァリ
ー選挙区での立候補と落選の体験という、3 つのことが語られていると整理で
きるだろうが、その一方で、自分の文学作品への言及が皆無というのは『自伝』
の章の中では極めて異例である。（そもそも、この章で文学的な連想を誘う表
現は 2 か所だけと思われるが、それについては後で言及する。）
さて、国会議員というものについてトロロプは、“I have always thought that to 
sit in the British Parliament should be the highest object of ambition to every educated 
Englishman.” (290) と言っている。また、当時の議員は無報酬であったが、 
“⋮ to serve one’s country without pay is the grandest work that a man can do.” (291)
と述べてもいる。そして、郵政省職員という公務員の職を前年に辞したことに
よって、いよいよ立候補が現実的なものとなったのである。
次に、トロロプは自らの政治的な立場を “an advanced conservative Liberal” 
(291, 294) という複雑な言い方で表現しているが、その政治的な理論を次のよ
うに説明している。世の中にある様々な不平等 (inequality) を神が定めたこと
として保存しつつ社会の福祉を図っていくのが保守主義であり、それに対して、
社会の不平等の存在と同時にその不平等の減少もまた神が定めたこととみな
して、徐々に不平等を減少させる手助けをする、すなわち、「平等」(equality)
そのものを直接目指すのではなくて、「平等への傾向」(a tendency towards 
equality) を助長する、それが「進歩的保守的自由主義」である、とトロロプは
言う。
国会議員という職務を一種の理想とみなし、また、独特の政治理論を心に抱
きながらもトロロプは、自分には現実的に政策を実現していくのに必要な忍耐
力も、また、政策を訴えかける演説の力も欠けているという自覚があったのは
興味深い。すなわち、長年にわたる郵便監督官という公務の経験も、また、作
家として言葉を操る経験も、政治家トロロプを作ることには役立たなかったよ
うである。
さて、1867 年 11 月のベヴァリー選挙区での選挙運動の様子をトロロプは次
のように書いている。
From morning to evening every day I was taken round the lanes and byways of that 
uninteresting town, canvassing every voter, exposed to the rain, up to my knees in 
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slush, and utterly unable to assume that air of triumphant joy with which a jolly, 
successful candidate should be invested.  At night, every night, I had to speak 
somewhere, —which was bad; and to listen to the speaking of others, —which was 
much worse⋮.
But perhaps my strongest sense of discomfort arose from the conviction that my 
political ideas were all leather and prunella to the men whose votes I was soliciting. 
They cared nothing for my doctrines, and could not even be made to understand that I 
should have any.  (301-2)
この文中の “all leather and prunella”（「取るに足りないもの」の意）は、
Alexander Pope, An Essay on Man, iv, 203 の引用である。第 16 章では珍しい文学
的な香りのするこの言葉は、描かれている殺伐たる選挙の実態と皮肉な対比を
なしている。
文学的な香りのする言葉といえば、もう一か所、この章のはじめの部分に出
る Shakespeare, Hamlet からの引用 (“from whose bourne / No traveller returns”) が
あったが、この２つを例外として、第 16 章においてトロロプは、自分の創作
活動も含めて、あえて文学的なものへの言及を避けたのではないかと思われる。
このように集中して描かれたベヴァリーでの選挙は、ある意味で初めから予想
されていた通りにトロロプが敗れ、当選した人々も後に買収で訴えられて失格
となる。そして、腐敗続きのベヴァリー選挙区そのものが廃止に追い込まれる
という効果も伴って、トロロプの “Parliamentary ambition” (305) は終わりとな
った。
4
次の第 17 章の冒頭でトロロプは次のように書いている。“In the spring of 
1868, —before the affair of Beverley, which, as being the first direct result of my 
resignation of office, has been brought in a little out of its turn, —I was requested to go 
over to the United States and make a postal treaty at Washington.”(307) 自己都合での
退職後にもかかわらず、郵政省からアメリカ合衆国との郵便条約交渉に派遣さ
れることは、トロロプにとって光栄なことであったが、今回のアメリカ訪問の
任務はそれだけではなかった。外務省からアメリカとの国際著作権の交渉も依
頼されたのである。
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I had also a commission from the Foreign Office, for which I had asked, to make 
an effort on behalf of an international copyright between the United States and Great 
Britain, —the want of which is the one great impediment to pecuniary success which 
still stands in the way of English successful authors.  (308)
したがって、この章の記述は、英米二国間における国際郵便条約交渉および国
際著作権交渉の資料としても価値あるものであろう。もっとも、遅々として
進まない交渉の過程は当事者トロロプにとって「不愉快」(far from agreeable) 
(307) なものであったようだ。しかし、不愉快な経験といっても、ベヴァリー
選挙区での経験と比べれば、はるかにやりがいのある任務であったはずである。
何しろ、国際郵便も国際著作権も、元郵政省職員・小説家にとっては自分の専
門領域にかかわる案件であるのに対して、国会議員選挙立候補は全くの素人の
挑戦と挫折に他ならない。
時間的順序としては郵政省退職後に、アメリカへの派遣があり、帰国後にベ
ヴァリーでの選挙があった。しかし、『自伝』における記述の順序では、ベヴ
ァリーでの選挙が第 16 章、アメリカへの派遣が第 17 章となっている。物語論
的に言えば、物事が起こった時間的順序である “story” と語られる順序である
“plot” が異なっていると言える。トロロプ自身が、「順序を狂わせて」(out of 
its turn) (307) とか、「やや混乱した記述」 (a somewhat confused account) (322) と
言い訳しているのはこのことである。
人生の一時期を語る際になぜそのような組み換えをしたのだろうか。書き手
は小説家であるから、何らかの効果をねらっていたと考える方が普通であろう。
すなわち、ベヴァリーでの体験の後にアメリカでの体験を提示した方が、いろ
いろな意味で、効果的だと判断したのではないか。ベヴァリーというイギリス
の地方都市の「後に」アメリカの首都ワシントンを提示するだけでも、狭い空
間から広い空間へという開放感がもたらされるであろう。あるいは、雨とぬか
るみと無理解の中を歩き回った挙句に落選するという屈辱的なベヴァリーでの
選挙の「後に」、郵政と外務と二つの省からの依頼を携えた晴れがましいアメ
リカ出張を提示することは、控え目に見ても、トロロプの自尊心を満足させる
構成であったと推測できる。
先行する第 16 章から第 17 章の中程までの禁欲を打ち破るように、第 17 章
の最後の部分では、文学に関する記述が生き生きと登場する。アメリカ出張
の前に自分が編集する St. Paul’s Magazine に連載を開始した小説 Phineas Finn
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が成功して軌道に乗った政治小説シリーズは、まさに現実政治での挫折を小
説で埋め合わせることになったようで、トロロプは、“As I was debarred from 
expressing my opinions in the House of Commons, I took this method of declaring 
myself.” (317) と述べている。さらに、この政治小説シリーズに関連して、トロ
ロプは筋のおもしろさよりも性格造形を重視する自己の文学論を述べている。
筋の工夫に対する性格描写の優位はトロロプの持論であり、『自伝』の中で何
度も繰り返されていることだが、ここで強調されているのは、一つの作品にお
ける性格描写ではなくて、複数の作品にまたがって登場人物の性格を発展さ
せ、その変化を描写するという課題である。それをトロロプは、“the necessity 
of progression in character” (318) あるいは “the state of progressive change” (319) と
いう言葉で表している。これを実現するには、作者が常に作中人物達とともに
生きている必要があるようだ。
So much of my inner life was passed in their company, that I was continually asking 
myself how this woman would act when this or that event had passed over her head, 
or how that man would carry himself when his youth had become manhood, or his 
manhood declined to old age.  (319)
また、政治小説シリーズでもバーセットシャー物語でもないが、この時期のト
ロロプの長編小説として重要なものに He Knew He Was Right がある。この大作
の焦点は、主人公の病的なまでに嫉妬深い「性格」が崩壊していく過程の描写
であるが、この人物と作者トロロプはどのような “inner life” を共有したのだろ
うか。ここで論じる余裕はないが、興味深い問題である。
さて、本論の冒頭において、トロロプの『自伝』第 15 章から第 17 章までは
一つのまとまりをなすと述べた。そのことを示すように、第 15 章の前半で言
及された早朝の執筆活動の描写に対応する記述が第 17 章の後半において登場
する。
I had always had a pen in my hand.  Whether crossing the seas, or fighting with 
American officials, or tramping about the streets of Beverley, I could do a little, and 
generally more than a little.  I had long since convinced myself that in such work as 
mine the great secret consisted in acknowledging myself to be bound by rules of labour 
similar to those which an artisan or mechanic is forced to obey.　 (323)
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第 15 章では、自宅から郵便検査官の仕事に出勤する前の早朝 3 時間における
集中的な創作活動が語られたのに対して、第 17 章では、さまざまな用向きで
の旅の最中においても文学的な実践を継続したことが述べられている。いずれ
にしても勤勉な創作実践に関する誇らしい記述の反復が、その中間に落選とい
う挫折を包み込んで、トロロプの最も多忙な 2 年間を肯定的に記述するための
枠組みとなっていると考えられる。
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